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わくわく Kitchen⑤ 

 

６月 2４日（木）、２年生食品コース

11名が（株）「紫野和久傳」様の瀧村様、

関戸様、豊田様の 3名の先生方にお世話に

なり、「夏野菜と冷やしぶっかけそうめん」と「鶏

肉と茄子の治部煮」に挑戦しました。 

めんの茹で方、出汁の取り方、野菜の切り

方、味付けの方法など丁寧に教えていただき

ながら、３班で楽しく調理を行い、試食しまし

たが、ボリューム満点でした。 

この様子も 11 チャンネルで特別番組として

放映されました。 
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 11 月 19 日（金）、１０月に引き続き、２

回目の先進地（上級学校）視察研修を行いまし

た。今回は大阪府枚方市にある「摂南大学農学

部」を訪ねました。 

 本農学部は開設されてまだ２年目を迎えた新

しい学部であり、大阪府内唯一の農学部です。

①農業生産学科、②応用生物科学科、③食品栄

養学科、④食農ビジネス学科の４学科がありま

す。午前中は農学部や各学科の説明、午後から

は真新しいキャンパスや農場の見学を行いまし

た。 

 大学に初めて来た生徒も多く、高校の学びと

大学の研究との違いを感じたり、大学で学んで

みたいと意欲をのぞかせたりする生徒も多数い

ました。 

京都府立丹後緑風高等学校久美浜学舎 

11 月 18 日（木）、食品コースでは、

（株）紫野和久傳様にお世話になり、わくわ

く kitchen⑤を実施しました。 

今回も丹後の伝統食をリクエストし、①鰤

の浅漬けへしこ風、②桑茶御飯、③こっぺ蟹

の具沢山味噌汁の３品を教えていただきまし

た。 

丹後の冬の味覚である鰤やこっぺ蟹、農場

で栽培した大根やブロッコリーも活用し、大

変素晴らしい出来栄えとなり、美味しくいた

だきました。御指導、ありがとうございまし

た。 

 

Top  News 
第 49 回 毎日農業記録賞 優良賞！！  

 

毎日農業記録賞は、毎日新聞社が主催するもので、「農」や「食」、「農

に関わる環境」への思いや体験、提言をつづった作品を表彰する取組で

す。 

一般部門と高校生部門があり、高校生部門へ応募した２年木本翔太さん

が「優良賞」を受賞しました。（京都府内で１位の賞です。）農業に興味を

持ったきっかけや、現在課題研究で取り組んでいる海洋高校のウニ・ヒト

デ堆肥を活用した栽培の研究内容を中心に、自分の体験や思い、卒業後の

進路目標などを３０００字程度にまとめた内容が高く評価されました。 

（令和３年１１月１９日（金）の毎日新聞にも大きく掲載されました） 

海洋高校訪問 



 

アグリサイエンス科一期生の声 

農場の先生紹介 part５
２ 

 

 

木本 翔太 

（峰山中） 

優しい先生が丁寧に教えてくれます。 

後藤 祥汰 

（久美浜中） 
硬式野球部 

とてもたのしい学校ですよ♡ 

ぜひ、丹後緑風高校へ。 

農業の魅力

•自分で育てたものを食べる喜

び。

生産コースの魅力

•実習がメインで専門知識を身

に付けることができる。

農業クラブ

•校内意見発表会で選ばれると、

京都府連盟大会に出場できる。

農業の魅力

•作物を作ることは大変だ

けど達成感はハンパない。

食品コースの魅力

•普段食べている菓子の作

業工程が知れる。

一番の思い出

•ライフスキルの授業で飯

盒炊さんをしたこと。

小西 央花

（江陽中） 

農業の魅力

•最初から最後まで自分で育て

るからだんだん愛着がわいて

くる。

食品コースの魅力

•皆で協力しながら楽しく作っ

たりできるのが魅力。

一番の思い出

•高校に入って一番最初に育て

たのがトウモロコシで、自分

が作ったものがすごくおいし

かったから。

11 月 21日（日）午後、丹後王国「食のみ

やこ」にて「ＳＤＧs 未来都市ゼロカーボンシ

ティ推進フェア in 京丹後」、翌週の 27 日

（土）午後、弥栄地域公民館にて「第 13回食

文化交流会」が開催されました。２年生食品コ

ース生徒６名（松江勇太 

・谷口彩音・小西央花・ 

吉岡来夢・吉岡歩未・岡 

田來夢）が、本年度取り 

組んでいる「食品ロスに 

ついて」、「和久傳さん 

から教えていただいたこ 

と」について発表しまし 

た。 

 


